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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第27期 

第３四半期連結 
累計期間 

第28期 
第３四半期連結 

累計期間 
第27期 

会計期間 
自 平成27年３月21日 
至 平成27年12月20日 

自 平成28年３月21日 
至 平成28年12月20日 

自 平成27年３月21日 
至 平成28年３月20日 

売上高 （千円） 3,440,735 3,681,909 4,401,169 

経常利益 （千円） 722,239 631,006 707,135 

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益 
（千円） 432,108 443,017 266,096 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 426,025 434,362 256,278 

純資産額 （千円） 4,577,067 4,640,456 4,441,474 

総資産額 （千円） 5,648,356 5,923,703 5,500,667 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 
（円） 55.00 55.89 33.83 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） 54.34 55.59 33.44 

自己資本比率 （％） 81.0 78.3 80.7 

 

回次
第27期

第３四半期連結
会計期間

第28期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自 平成27年９月21日
至 平成27年12月20日

自 平成28年９月21日
至 平成28年12月20日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 23.18 28.57 

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

 なお、当社の連結子会社であったイノベーション・アカデミー株式会社は、平成28年３月21日付で当社を存続会社

とする吸収合併により消滅したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。

 また、平成28年６月１日付でエクシードシステム株式会社の株式を取得して、同社を子会社としたため、第１四半

期連結会計期間より連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善は続いておりますが、個人消費につきま

しては、弱含みに推移しております。一方、英国のEU離脱問題や米国の大統領選挙の影響による海外経済の不確実性

の高まりなど、依然として先行き不透明な状況が続いております。美容業界におきましては、顧客単価の下落、来店

サイクルの長期化等、サロン※注１経営において厳しい環境が続いており、当社商品を販売するＡ・Ｃ・Ｓサロン※注

２においても同様の影響がありました。

このような状況のもと、当社グループは、営業方針を「顧客の創造・顧客の固定化」「カウンセリングの徹底」

「知識・技術習得の強化」「年間販促計画（キャンペーン）の活用推進」として掲げ、サロンの安定した経営サポー

トを目指しながら、既存主力商品の拡充に注力いたしました。 

近年より取り組んでおります非正規流通取引先※注３との契約解除の影響はありますが、第１四半期連結累計期間

より、エクシードシステム株式会社を新たに子会社化したことにより、売上高は増加いたしました。 

なお、Ａ・Ｃ・Ｓサロン登録軒数につきましては、当第３四半期連結会計期間末に7,478軒(前期末比281軒増)とな

りました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は3,681百万円（前年同期比7.0％増）となりました。人件費の増

加や研究所の本稼働による研究開発費の増加により利益面では、営業利益624百万円（前年同期比4.8％減）、前年同

期の保険解約返戻金及び受取補償金計上の影響により経常利益631百万円（前年同期比12.6％減）、第１四半期連結

累計期間にエクシードシステム株式会社を連結子会社にしたことに伴う段階取得に係る差益の計上により、親会社株

主に帰属する四半期純利益は443百万円（前年同期比2.5％増）となりました。

 

区分別売上高は、売上割戻金を含めて次のとおりであります。

区分
前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 増減額 増減率

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） （％）

スキンケア 1,690 49.1 1,595 43.4 △94 △5.6

ヘアケア 1,868 54.3 1,823 49.5 △44 △2.4

カラー剤 48 1.4 35 1.0 △13 △28.4

その他 103 3.0 503 13.7 400 387.9

売上割戻金 △270 △7.8 △276 △7.6 △5 －

合計 3,440 100.0 3,681 100.0 240 7.0

（注）１.ADJUVANT HONG KONG COMPANY LIMITED（連結子会社）、エクシードシステム株式会社（連結子会社）の売

上高は、その他に含んでおります。 

２.第１四半期連結累計期間より、従来「その他」に区分しておりました「ボディシリーズ」を「スキンケ

ア」に含めております。また、平成28年３月21日付でイノベーション・アカデミー株式会社を吸収合併し

たことに伴い、「その他」に区分しておりました同社の売上高を各区分に組み替えております。この結

果、前第３四半期連結累計期間の売上区分の組み替えを行っております。 

３.売上割戻金は、商品ごとではなく売上高の合計を基準として割戻率を設定しているため、区分ごとに配賦

せず合計額で表示しております。 

 

国内海外別売上高は、次のとおりであります。 

区分
前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 増減額 増減率

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） （％）

国内売上高 3,219 93.6 3,473 94.3 254 7.9

海外売上高 221 6.4 208 5.7 △13 △6.0

合計 3,440 100.0 3,681 100.0 240 7.0
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当社グループは、単一セグメントであるためセグメント別の記載はしておりませんが、区分別売上高の概要は以下

のとおりであります。 

 

（スキンケア） 

スキンケア商品の売上高は、ＡＥクリアジェルの販売が好調に推移いたしましたが、昨年度リニューアルした主

力商品の売上高が低調に推移したため、非正規流通取引先との契約解除による売上減少を補うには至りませんでし

た。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,595百万円（前年同期比5.6％減）となりました。 

（ヘアケア）

ヘアケア商品の売上高は、非正規流通取引先との契約解除に伴う影響により減少しており、当第３四半期連結累

計期間の売上高は1,823百万円（前年同期比2.4％減）となりました。 

（カラー剤）

カラー剤商品の売上高は、計画に対し進捗の遅れが目立っておりますが、専任担当者が全国のＡ・Ｃ・Ｓサロン

に積極的な営業活動を行い、当社のカラー剤であるRe:>>>ナチュラルカラーの拡販に取り組んでおります。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は35百万円（前年同期比28.4％減）となりました。 

（その他） 

その他の区分には、第２四半期連結累計期間より、エクシードシステム株式会社の売上高が含まれております。 

なお、ＭＡＰシステム※注４におきましては、当第３四半期連結会計期間末における契約件数が259件（前期末比

６件減）となりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は503百万円（前年同期比387.9％増）となりました。 

 

※注１「サロン」 

美容室、理容室、エステティックサロンを指します。 

※注２「Ａ・Ｃ・Ｓサロン」 

初回に100千円以上の仕入を行い、当社グループが指導する商品の案内方法等を定めたＡ・Ｃ・Ｓ加盟規

約を遵守することを確約したサロンを指します。 

※注３「非正規流通取引先」 

カウンセリングを行わずインターネット等による販売を行うＡ・Ｃ・Ｓサロン、代理店を指します。 

※注４「ＭＡＰシステム」 

サロンの顧客管理、経営分析のために提供しているクラウド型経営サポートシステムを指します。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して423百万円増加し、5,923百万円となりまし

た。 

流動資産は、前連結会計年度末と比較して51百万円減少の3,828百万円となりました。主な変動要因は、受取手形

及び売掛金の増加234百万円、商品及び製品の増加68百万円、コマーシャル・ペーパーの償還による有価証券の減少

499百万円によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末と比較して474百万円増加の2,095百万円となりました。主な変動要因は、有形固定

資産の増加203百万円、第１四半期連結累計期間にエクシードシステム株式会社を連結子会社にしたことに伴うのれ

んの増加85百万円によるものであります。

流動負債は、前連結会計年度末と比較して116百万円増加の761百万円となりました。主な変動要因は、買掛金の増

加35百万円、１年内返済予定の長期借入金の増加42百万円によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末と比較して107百万円増加の521百万円となりました。主な変動要因は、長期借入金

の増加73百万円によるものであります。

 純資産は、前連結会計年度末と比較して198百万円増加の4,640百万円となりました。主な変動要因は、親会社株主

に帰属する四半期純利益による増加443百万円、配当金の支払による減少189百万円、エクシードシステム株式会社を

連結子会社にしたことに伴う自己株式の取得による減少45百万円によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、108百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成28年12月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年１月27日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 7,959,600 7,959,600
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数100株

（注）

計 7,959,600 7,959,600 － －

（注）１．完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社の標準となる株式であります。 

２．「提出日現在発行数」欄には、平成29年１月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使

により発行された株式数は含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成28年９月21日～

平成28年12月20日
－ 7,959,600 － 757,176 － 717,107

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年９月20日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成28年12月20日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（相互保有株式）

普通株式  50,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,908,300 79,083 (注)

単元未満株式 普通株式   1,300 － －

発行済株式総数 7,959,600 － －

総株主の議決権 － 79,083 －

（注）完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社の標準となる株式であります。なお、１単元の株式数は、

100株であります。

 

②【自己株式等】

平成28年12月20日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義

所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

（相互保有株式）

エクシードシステム株式会社

岡山市北区今

３丁目24-34
50,000 － 50,000 0.62

計 － 50,000 － 50,000 0.62

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。 

 

- 8 -



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年９月21日から平

成28年12月20日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年３月21日から平成28年12月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月20日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月20日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,288,526 2,262,765 

受取手形及び売掛金 445,962 680,587 

有価証券 499,994 － 

商品及び製品 467,656 535,889 

原材料及び貯蔵品 18,419 30,595 

その他 162,846 324,908 

貸倒引当金 △3,644 △6,354 

流動資産合計 3,879,761 3,828,392 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 770,490 875,836 

その他 585,206 737,363 

減価償却累計額 △373,757 △427,717 

有形固定資産合計 981,938 1,185,481 

無形固定資産    

のれん － 85,136 

その他 44,615 35,029 

無形固定資産合計 44,615 120,166 

投資その他の資産    

その他 600,082 797,553 

貸倒引当金 △5,730 △7,890 

投資その他の資産合計 594,351 789,663 

固定資産合計 1,620,905 2,095,311 

資産合計 5,500,667 5,923,703 

負債の部    

流動負債    

買掛金 125,661 161,356 

1年内返済予定の長期借入金 － 42,840 

未払法人税等 147,731 127,622 

賞与引当金 104,589 48,896 

その他 267,071 380,567 

流動負債合計 645,053 761,283 

固定負債    

長期借入金 － 73,980 

退職給付に係る負債 35,465 34,143 

役員退職慰労引当金 341,000 355,490 

資産除去債務 26,631 26,535 

その他 11,043 31,814 

固定負債合計 414,139 521,964 

負債合計 1,059,192 1,283,247 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月20日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月20日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 757,176 757,176 

資本剰余金 717,107 717,107 

利益剰余金 2,970,524 3,223,711 

自己株式 － △45,550 

株主資本合計 4,444,808 4,652,445 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △17,326 △6,079 

為替換算調整勘定 13,992 △5,909 

その他の包括利益累計額合計 △3,334 △11,989 

純資産合計 4,441,474 4,640,456 

負債純資産合計 5,500,667 5,923,703 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月21日 

 至 平成27年12月20日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年３月21日 
 至 平成28年12月20日) 

売上高 3,440,735 3,681,909 

売上原価 1,225,355 1,332,398 

売上総利益 2,215,380 2,349,511 

販売費及び一般管理費 1,559,759 1,725,152 

営業利益 655,620 624,359 

営業外収益    

受取利息 1,966 2,135 

受取配当金 887 205 

保険解約返戻金 42,384 － 

受取補償金 21,542 － 

受取家賃 － 684 

為替差益 1,191 347 

雑収入 2,061 3,898 

営業外収益合計 70,033 7,271 

営業外費用    

支払利息 43 616 

保険解約損 3,369 － 

雑損失 2 8 

営業外費用合計 3,415 624 

経常利益 722,239 631,006 

特別利益    

投資有価証券売却益 1,431 22 

段階取得に係る差益 － 27,442 

特別利益合計 1,431 27,465 

特別損失    

固定資産除却損 583 － 

特別損失合計 583 － 

税金等調整前四半期純利益 723,086 658,471 

法人税、住民税及び事業税 259,235 209,675 

法人税等調整額 31,743 5,778 

法人税等合計 290,978 215,453 

四半期純利益 432,108 443,017 

親会社株主に帰属する四半期純利益 432,108 443,017 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月21日 

 至 平成27年12月20日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年３月21日 
 至 平成28年12月20日) 

四半期純利益 432,108 443,017 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △5,954 11,246 

為替換算調整勘定 △127 △19,901 

その他の包括利益合計 △6,082 △8,655 

四半期包括利益 426,025 434,362 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 426,025 434,362 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更 

 当社の連結子会社であったイノベーション・アカデミー株式会社は、平成28年３月21日付で当社を存続会社と

する吸収合併により消滅したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。 

 また、平成28年６月１日付でエクシードシステム株式会社の株式を取得して、同社を子会社としたため、第１

四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。 

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。 

 なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成27年３月21日
至  平成27年12月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成28年３月21日
至  平成28年12月20日）

減価償却費 56,057千円 57,906千円

のれんの償却額 －千円 9,459千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年３月21日 至 平成27年12月20日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月17日 

定時株主総会
普通株式 188,524 24 平成27年３月20日 平成27年６月18日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの 

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年３月21日 至 平成28年12月20日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月16日 

定時株主総会
普通株式 191,030 24 平成28年３月20日 平成28年６月17日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの 

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 平成27年３月21日 至 平成27年12月20日）

当社グループは、アジュバン化粧品の商品企画、研究開発、販売及びこれに附帯するサービス業務を営む単一

セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成28年３月21日 至 平成28年12月20日）

当社グループは、アジュバン化粧品の商品企画、研究開発、販売及びこれに附帯するサービス業務を営む単一

セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年３月21日
至 平成27年12月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年３月21日
至 平成28年12月20日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 55.00円 55.89円

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 432,108 443,017

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
432,108 443,017

普通株式の期中平均株式数（株） 7,856,225 7,926,145

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 54.34円 55.59円

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 95,802 43,107

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

 

－

 

 

－

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年１月27日

株式会社アジュバンコスメジャパン 

取締役会 御中 

 

新日本有限責任監査法人 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 山本 操司  印 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 大谷 智英  印 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アジュ

バンコスメジャパンの平成28年３月21日から平成29年３月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年

９月21日から平成28年12月20日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年３月21日から平成28年12月20日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。 

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

 

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

 
監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アジュバンコスメジャパン及び連結子会社の平成28年12月20
日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事
項がすべての重要な点において認められなかった。 

 

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

 

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

 



【表紙】
 

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成29年１月27日

【会社名】 株式会社アジュバンコスメジャパン

【英訳名】 ＡＤＪＵＶＡＮＴ ＣＯＳＭＥ ＪＡＰＡＮ ＣＯ．，ＬＴＤ．

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  松井 健二

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。

【本店の所在の場所】 神戸市中央区下山手通五丁目５番５号

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

 



１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

 当社代表取締役社長松井健二は、当社の第28期第３四半期（自 平成28年９月21日 至 平成28年12月20日）の四

半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。

 

２【特記事項】

 特記すべき事項はありません。

 


